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１．目的は３つ！ 

○「自分から進んで行う学習」を促す。 

○努力することの大切さに気付くとともに、更なる継続への意欲を高める。 

○主に「漢字の書き取り」「算数の基本的な問題」に取り組ませることで、基礎学力の向

上を図る。 

 

 

２．学校で見られる児童の実態！ 

●指示を受けると素直に取り組むが、自ら考えて取り組む児童は少ない。 

●学習に対して、「もう少し」「もっと」という思いをもって取り組む児童が少ない。 

●漢字の熟語、四則計算など、基礎的・基本的な知識・技能の定着が必要な児童が多い。 

 

 

３．実態を改善するために３つのことを取り組みます！ 

☆出題範囲を子供にも保護者にも知らせます！ 
決まった範囲、学習することが分かっているので、満点目指して粘り強く頑張るこ

とができるはずである。 

 

☆満点賞には賞状を渡します！ 
努力の成果が出ると、自信や意欲につながるはずである。 

 

 

４．年７回行います！ 

６月初旬 個人面談中の学習成果の確認 

７月初旬 １学期の復習 

９月初旬 夏休みの学習成果の確認 

１０月下旬 ２学期中間の成果 

１２月初旬 ２学期の復習 

１月中旬 冬休みの学習成果の確認 

２月下旬 ３学期の復習 

「ひがしチャレンジ」の合言葉！ 

ひ・・・一人で 

が・・・がんばって 

し・・・しっかり成果を出す。 



 

５．「けテぶれ」でやってみよう！  ※兵庫県の葛原祥太先生が提唱している言葉です。 

 

 

 

 

 

①ひがしチャレンジに向けて、「いつ、何を、どのくらい」勉強するのか、自分で計画を

立て、具体的な行動や練習回数などを決めます。計画を立てたら、自学ノートなどに

書きます。 

※大人で言えば、スケジュール管理。 

 

②自分でテストをして、「できるところ」と「できないところ」を確認します。 

「できないところ」に気付くことが大切です。 

※大人で言えば、仕事や作業の課題や問題点を発見すること。 

 

③なぜ間違ったのか、勉強の仕方はこれでいいのか変えた方がいいのか、分析します。 

※大人で言えば、仕事や作業の「カイゼン」を考えること。 

 

④分析を生かして、「できないところ」をできるまで練習します。 

 

この学習方法は、大人になっても使えます！ 世の中を生きぬいていくために必要なス

キルと言えます。 

普段の自学でも同じように取り組むように、高学年では勧めています。 

 

 

６．保護者の方の協力が必要です！ 

○お子さんが意欲をもって学習できるように、ひがしチャレンジ

に向かって努力する姿に励ましやほめ言葉を掛けてください。

結果が出た場合、「努力したから点数が伸びたね。」と努力したこ

とをほめてください。 

 

○お子さんと一緒に分析をしてください。どこにつまずいている

のか、どんな計画で頑張るのか、一緒に考えてやってください。 

 

○「できないところ」をできるまで練習させ、できるようになったら大げさにほめてや

ってください。 

 

 

家庭と学校と一緒になって、子供の自立と学力向上を後押ししましょう！ 

け・・・①計画 

テ・・・②テスト 

ぶ・・・③分析 

れ・・・④練習 


